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19世紀前半のBirmingham
　　　　　金属工業の発展

川崎七瀬

は　じ　め　に

　Adam　Smith　およびその同時代人で有力な反酸商†：義者Josiah　Tucker

は，イングランド北部の産業資本のみならず，ミッドランド地帯の金属ll業

の大きな意義をみとめていた／，Smithは，　「外国商業のr一孫である製造業に

比べれば，もとは一般的に立ちおくれていたが，1’1然に，いわばその1’1力で

成長し，結局は外国むけのH反売にも適するようになる農業の↓ミ喬たる製造業一

として，Leeds，　Halifax，　Sheffield，　BirminghamおよびWolverhampton

等の製造業をあげている　また「改良のr｜然n勺結果が製造品の価格を減少さ

せる　二との説明として，士とえ原料価格が多少上昇しても，分業をさら

におしすXめ，そこで使用される機械類についていろいろさまさまの改善の

余地があり，したがって製造品の実質価値がきわめて低落するという点て，

卑金属を原料とする製造業．　バーミンガムもの，シェッフィー一・Lドもの・一一

一一
にまさるものはない，と断言しているTlj　J．TuckerのBirminghamに対す

る評価はさらに高く，詳しい　そこでは，北部の新興Il業地帯とならんで，

職業上の特権と宗教上の制限を全く持たず，1’｜由に周辺からの移住者をうけ

いれ，国内のみならず，ヨーP．．・・人陸諸国に広い市場をもつ鉄，銅，真鍮

製の日常用品や装身具（toy）の類，ガラス等が製造さねている．そしてこれ

らの町では，　一労働はその大部分がすこぶる適切に配置されており，製造Il

業の諸部分を相tl：のf’のとS’く範囲内に置いて，生産過程にある商品を手か
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にするための方法や考’案に多人の考’！｛ll，1が払われている：例として，バーミン

ヵ”－1・で金属ボタンe）製造に刻印機・（stamP）を使い，熟練ソ姫カノ」伏ノ、）を

イ＜烹｛～ネ東ツテf動｜力　（り己’∬）　C・二fk｜㍑一￥るこ　とeこよって　・負↑5糸勺1カミ7f，｝’；it，　ま六二∫▲置業

」ちf而軍1悼の幼1｜」ヵ・らの「怠惰：．をi；方ぐことができる，　としている‘2［

　　従来の産1業lll命ノリう．叩：商｝義の｛VF・1‘tpにおいては，このようなSmith的，

Tucher∬勺〆’〔視r「｜カ・ら，　内｛：圭の」1：特・楕lrfJな〔｜｜hな新輿↓｜：〕監都｜liと［一こ・ノ）Bir・

mninghamとその周辺のBlack　Countryの発展がとらえらtiてオ（た　そこ

て’はWest　Midlandの生産者’JtV．製鉄業の発展との密接な関連の中t（－、’1・《〉

属加じ業者’が両極分解をとげつXその・部が産業資本にヒ昇転化し，ノ＼中小

のマニュファクトリーをiti核として，想像．を絶する程の多様な金属加ll※が

営ま，れていた，まさにこのマニュファグチュアの欄熟から1技術の醸酵1が

生じ，その舷人’な技術び）蓄積を基盤とLて，Watt－B⊂）ultonの蒸気1幾関の製

作がnr能にな’・た「3iその意：味で，　Birmingham地方は，　「．産業革命の第一の

戊、馳1であるど｝三1腱さ，れたのである：（‘Lかレfの後のBi，mi，9h。m」也加）

金属L業の状況を見るならば，　［産業革命はBirminghamには！）いにゴ1｜」）k

　　　　　　　　　らコ
　　　　　　　　　　　とさえいわれるように，人1：業の技術rl勺基礎と［．ての機械に業しナCカ・づ六こ：

は，Birmingham地方を取残したまY，北方のManchester地方やScotland

で確立し，ltK　」〈に発展したのである，そこで，研究史上見すごされ勝’ちであ

るll「1：商｝：義の解体と産業革命の進展との爪：層的状況．．一．．そこでは｜P：商L義の

保護をうけなかりた「新部門」でこそ労働r・段の変革が開始Lたのである

　　のドでのBirmingham地ノ∫の金属L業の諸側【rliをILI　［fl：す二とによつて，

・ 方で世界最初のE業用動力機関を生スk出した必然性と，他ノ∫で人多数の金

属加ll業が停滞を余儀なくさ．れた条件を考’えよう

注　（1）　アダム・ノ、ミノ、，ノ＼内他、沢：諸国⊥Cの「‘’i’i，第V分iH｝，471～473・・一一．ンおよO；206

　　　　　〆、一・シ

　　　（2）　　ノ］、十’tケ’一　：　〔F：lfS　ド義角iFイ本▲Vlぴ）｛り「7セ，　65～66－、一一シ，　98・、一一ン，　151・－152’・一．シ

　　　（3）　　メ＼i“1｜人lliJ’8り」　：lt正fkイ　→一’リ　ソ・糸釜i斉a史fiJfl〔，　　120’、一一シ，　　142－144・、・一シ
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（4）　　’1、牛木　：i9∫t易ハ1：，　153〆＼一一ノ

（5）　G．C．Allen：The　正ndustrial　Deve｜opment　of　Birmingham　and　the　Black　C

　COUntry，　p．113

1

　BirminghamおよびBlack　Country地域は，18iil：紀以来，農民，　f－　ll業

者，製鉄業者のための労働手段，当時の多様な金属製耐久消費財のみならず，

外国風の奢f多Ill，や軍需資材の生産の巨大なマニュファクチュア基地に変貌し

つxあり，すでにBirminghamの製品は外国市場むけとして，過剰生産の
　　　　　　　　　　　　　　　　

域に達していたtt有名なJ．Taylorやのちに蒸気機関製造業者になるM・Boult〔、n

らの数百の労働者を擁する大マニュファクトリーの生産物は，主として，メ

ソキ・ボタン，嗅煙草入れとか，金，銀，銅，亀甲，エナメ・し，ガラス等々を

用いた小装身具（いわゆるBritish　tOy），バック・レ，時計，銅版画，花器，

シャンデリア，銀製食器，その他の金属製品である’／これらは国内的には，

Middle＆Lower　Class　むけの奢1多品であり，さらにスヘイン，ロシア，

アメリカ，その他の人陸諸国に畢多しく輸出されていたt？’しかし1765年，68年

にアメリカ植民地が徹底的なイキリス製品不買運動を開始して以来，アメリ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ力独立戦争前後の20年間，イギリスのアメリカむけ輸出は激減した。たとえ

Birminghamの金属1二業の若Ii部分やWest　Midlandの製鉄業が，たえざ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トキ
る軍需によって末曽有の恩恵をうけたとしても。

　18tH：紀半ば以後の重商主義体制の末期症状の下で，フランス，イギリス，

植民地アメリカでは，それぞれ独自の事情を内蔵しながらも，かなりに共通

の反重商主義気運を醸成しつ＼あった。間接税中心の逆進的な租税体系，歳

出の大部分が国債と軍事支出にむけられる国家財政，海外貿易の拡大に不可

欠とされたたえざる戦争と植民地収奪，投機的な株式会社，銀行等々が，本

源的蓄積の横桿として，最大の効果を発揮しつXあったまさにそのとき，人

民の大多数の目には，このような重商主義国家の役割の正味の結果は，　「経
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済の不安定性の極人化，行政の不能率化，人衆の貧困化の累積　として映ず

　　　　　　　　　コ　　　　　　　ぽ
るようになったか㌧である　たt’イギリスの固有の爪商ド義の危機は，ドか

らの産業吊1命の展川1によって，内乱を惹起すことなく，これを「川避1するこ

とができた　しかLそれは汀∫算1ではなか’・たところに問題がある　これ

に続くナポレオン戦争は，反フランス人苧：命の「市商ヒ義的反動　の戦争で

あったが，まだ脆弱な産業資本はこれを廿受し，妥協しなければならi－L’か・，

た　そLて爪商じ義体制から完全なfいII主．義体制への移行は，産業資本が確

）’

11Lて，全機構的にイキリスの芝配者となるまで延引さ才hる二とになる

West　Midlandの製鉄業と　Birminghamの金属Il業が，　l　L業都市の生み

の親」たる轍磯関を生引1礼ながら，ナポレオン戦僧菱には次第に停滞u）

色を濃くLてゆくのは，　・つにはこの地域産業資本が，巾：商ド義期の諸戦了r

に・ill：紀近くも深くかNわりすぎたためであろう、　Asht（mは，その占典的箸

ll｝の中のThe　Ir・n　Industry　in　Peace　and　Warの章で，「こび）期間（ナ

ホレオ・戦例切）にでキリスの消費者たちが届：に失，〃いたものを，鉄ぱ

者たち力巧隻子！｝Lた」と、論じ，　また1渚∫俄争と貞乏も深く1対」也したMidland　し1）製

鉄業の戦後眺乱とtwii｝の状況をえがいている1〕P．マ・冒以も，侍・7．

はナホレオン戦争だけで10億ホンドも支出したが，その経済的刺激の対象は，

製鉄業，BirminghamやSheffieldの兵器産業，私営造船所，諸種の軍需

物資の海軍契約業者だけであった，と指摘している17｝

　蒸気機関は，この時期い有商ll義の危機と産業革命の巾：1曽化の時期）の，

Birminghamの・舎f多品←／ニファクチュアL’Il場llへの転化過程の所産で

あ・，たといえる、Birminghamのようにマニファクチュアが［liii　」！化して密集

Lた地域では，マニユがそ川まど深く根付かず技術的に4、不安定でメ：，る北方

の綿業の場合とことなって，マ＝一ユから同・商品η滅《のi：場製への移行は殆

ど不11∫能であゐ，何らかの1新部門」が見出されねばならなかったttこの「

新部門1が動磯関であって，金属1業の薩業革命のli廃点1たるf・礫機

ではなかった，という点が問題である。いうまでもなく，蒸気機関は，イギ
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リス資本主義発展の見地からすれば，　「大L業の一般的能因」であり，人Il

業の技術的基礎としての「機械による機械の製造のための本質的な生産条

件1の．一つとして不ll∫欠の動力機械であ’・たが，　Birminghamにおける蒸気

機関の完成は，Birminghamの小金属il業における「道具機の創造によ’）て

必然たらしめられたLliものではなか・、た一1800年までにWatt－Boulton商会

により製作された約500の蒸気機関のうち，日己の企業用を除けば，Birmi・

nghamで使用されたのが僅か2ヶにすぎなかった19）という事実は，その後，

「19世紀後半に至るまで，この地の金属工業経営は主として水力に依存してい
　　　エゆ

た」とされる状況を，予想させるのである。

　にも拘らず，Allenらのいうように，　Watt・BoultonのSoho　Foundryの

出現がBirminghamにとi・て偶然的例外的な現象であるとはいえない。天才

的な実業家であるM．BoultOnにと一）てこの「新部門」は，本来（北方の大上

業と結びつく以前），附近の3州（それぞれの一’一部をBlack　Countryにもつ

Warwickshire，　Staff・rdshire，　W・rcestershire）の製鉄所や炭坑を市場

目標としたものであったlii）古くはBirminghamの金属工業を基礎として成

長した製鉄業は，18世紀前半から重商主義ドの軍需によって急激に巨大化し，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
18itヒ紀末には資産5万ホンド以上の人製鉄所が10もあった。かれらが，のち

に北方の綿業Il場主からは高価すぎると非難されたWatt　engineを購入す

るにt‘分な財力をも・・ことは，BOultOnにと・・て明らかだったはずである。

　SmithやTucherがBirminghamの金属工業を過大評価したというこ

とは「Smithは（分業を強調する余り）道具の分化を機械の発明と混同して

　　　　　　　　ゆ
いる」という批判によって理解できよう。小論冒頭の引用の中で，Smithや

Tuckerは，　Birminghamで18世紀半ばに発生したpressやstampを「

機械」として注目しているが，これらは，古来からのハンマーや旋盤同様最

　　　　　　　　　　　　　　　　エと　も単純な機械にすぎないのである。むしろ過剰生産，過剰労働ノJのBirmin－

ghamが18世紀早くから低賃銀都市であったことが注目さるべきである。諸

時期，諸地域，諸産業での賃銀の比較は困難であるが，次のような数字かあ
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る。1730年代の南部羊毛IIXiの熟練Ilは少くとも週7シリング稼いでいた．（is

1750年f抹のBi・mi・ghamでは，鰍1二の賃銀が週5シリ・グであ。たがi］‘

1780年代産業革命開好｝期のManchesterでは，機械Ilの賃銀はBirmingham

のぞ］1より50％高く，何とか役に）フニつ程度の労働者の賃金が最低18シリング

　　　　　いであった，等々，

　彪大な低賃金労働者をか＼えた中小零細経営地域では，労働節約的作業機

械が発生しうる基盤はなか∋たということが容易に推測されうるt、

注（1＞P・－tサfアズ・“ミ）矯訳：最初の1業国家，110ヘーシ、．

　　（2）ホーノし・rZントウ：徳増訳：産業革命，453～454ヘー一シ．

　　（3）宇治IH富造：重商1：義植民地体制論，190，325ヘーシ

　　　（4）　J．S．　Ashtorl：Ir《〕n　＆　Steel　in　the　Industrial　Reuolution　chapter　VI，　pp．1

　　　　pp．128～161

　　（5）　一！vイアス：前te　，t｝．51ヘーシ

　　　（6＞　．Xshton　：《）P．〔・it．，PP．｜38

　　（7）　マサイアス：前掲〔咋，45　’一　50・’x一シ。

　　〔8）カーノし・マ・しクス：長谷部文目［訳：資本論，青木文庫版第三分冊，615ヘー一シ

　　　「17世紀の末マ＝一．r．ファクチ．tア時代中に発明されて18世紀のSOfl’・fkの初めまで存

　　続したような蒸気機関そのものは，f［・J　V．の産業革命をもよひ起さなかった．．むしろ

　　反対に，道其機の創造こそ蒸気機関の革命を必然たらLめたのてある1それにはワ

　　　ノトの最初の単動式蒸気機関］、ふくめられている．

　　（9）　A．E．Musson：Sc　ience　＆　Technology　in　the　Nineteenth　Century，　p．68

　　　（10）　　Ibid．，　p．68．

　　（11）　L．T．S．Rolt：A　Short　History　of　Machine　Tools，　p．67

　　（12）　Asht‘）n：op．　cit．，　p．140

　　（10　マルクス：前‡昌ξ1｝，581・、一一シ

　　（14）　Nathan　Rosenburg：pp．　ITiti’adu（iii〔｝n　to　the　Amやriいan　Svstel）《，f　Mari”fn

　　　　C「ures・P，78　　・、llvn　l・P．c’it．，P，106

　（IS　山之内靖：イキリス産業革命ぴ）史的分析，171～175ヘー一シ

　　　（16）　　ノ」・牟木タ《　：iyi手目〔t‡，　151i、一ノ

　（1カ　Musson：op．　cit．，pp．437～438　なお堀江英　・編：イキリ／・「場；製度の研究，

　　194‘・一一ンに・U・は・S・・h・F・urld・yの最，rl給朔r賭たるfl：L1の日銀か約18シリ

　　　　ン　ク：’・；一ぎ，’Cし・
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2

　Birmingham地方の金属・1二業にかんする最も実証的な研究者であるG・C・

Allenは，前述のように，　Birminghamには産業革命は到来しなか一・た，と

し，Soho　Foundryのような大企業は壮大なる例外であり，そのような若F

部門を除いて，この地方の諸ll業における「機械」は手工的熟練への単なる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
アクセサリーにすぎなか・，た，という。そしてBirmingham市に限っていえ

ば，19世紀半ばの四つの主な工業製品は，真鍮製品，銃器，ボタン，貴金属

製品であ・）た，としている。

　そこで1800～1860年代までに，どのような新部門が発生し，どの程度に旧

部門が残’・たかを，Allenその他の叙述にしたが・1て，さく“一・て見よう。

　こXで利用しうる統計および資料としては，

「表1〕　1861年センサスによるBirmingham地方の従業者数別・工業分類

　　　　　　　　　　（Allen）、．

Il　N－　2　’］　　「表1〕のうちから，製鉄，炭坑業，非金属部門を除いたきわめ

　て雑多な金属Il業を筆者がかなり恣意的に整理した部門別分類。

「表31　1861年～91年センサスによる主要産業別従業者数統計（Allen）。

があるが，生産額にかんする統計はえられなか’・たt，

　　　　　　　　　　　　　表

1．蒸気機関製造業および公共事業関連

　　　真鍮（Brass），鉄管（lron　Tube）

II．交通・運輸業関連

　　　車輔（Rolling－Stock），　スフリング，

　　　　ソト，　Aaじ　（SCrew），　リヘット，

　　　斗芝台　（Bedstead）、

m．耐久消費財

2’

車軸（Axle），

鎖（Chain），多苗（Anchor），

車輪（Wheel），ボー！レト，ナ

　　　　鉄管（lron＿Tube），
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表　　　　　1

EMPI．．（．）YMENT　IN　BIRMINGHAM　AND　DISTRICT　INI．．）USTRIES

20．000 　to　30，000

Persons

Mines　and
　　Quarries

Pig－and　Finished－
　　Irc）n

15，ωOto　20、ω0

Poτsens

Wrought－Nail

　7，000　to　10，0X）O

Porsons

Brass
G，川

Jewellerv（．in－

　　cluding“T（．｝ジ

　　and　I．）late｝

3，500 to　7、　am
P〈．，rSt：］lls

Btltt．c，rl

Saddlery，　Harness，

　　Wh　ips，and　their

　C・mP・川en　ts

Need　le　and

　　Fishh〔｝ok

L《，ck　《．md　Kev

B〔．、lt，　Nut＞S〔．・rew

　　　　　こl　r）　d　　　　　l　｛　 i　v　（、　t

　　　　　　　1，500to　3500
｝）er．gons

Chain　and　Anch〔｝r

Tinplate，Japanrled　and

　　Papier－Mach6　Ware
R《）1｜in9－Stl・ck

Pen

、邸atch　and　C10ck

Wire　d．）rawir19，　Weaving

　and　R叩e－Makhlg．）

Edge－T‘）ol

H《．）ll｛．）w－V㌧．’are　（Cast　and

　　W’　reught）

Bedstead

Bricks、’「ile，　Clay　Retort，etc．

Irエ）n＿丁’ube

M輌汀0．r　TradeS

（under　1，500　Pρrsc）ns．）

Chemical
Brush
Cut＿Nail

Paint．　and　Varnish

Paper　and　Paper　B・x

Weighing　and　Testing
　　ごypparatus

Umbrella　and　Stick
Ornamental　Metalwork
Measuring－Rule
SPe〔・tu〔．」e

Pil．1

Currv＿C（．｝mb

Hempen　Rope　and　Twine
Optical　and　Mathematica｜
　　Instrument
Coinage
Safe

Fender　and　Fire－Iron
Till　Tov

Awl＿Blade
Saw，　File　and　Plane
Milschet
Spring

Axle　and　～Vheel

　　In　additb．，n，　there　was　an

c《，nstructi（．，nal　and　gelleral

smithies．and　as　die－sinkers

indeterminate　nllmber

engineering　trades，　in

　and　t【）01＿makers．

（、f　Pロrs〔｝ns　engaged　　in　　the

　general　irc）nf（　，L】ndT－iいs　and
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ノミ　2　　つづき

　（1）針金†艇し，繍．索条製造，木ねじ（NN’il・e　Dra・i・1・’・W・avi・・’＆R°pe’

　　M。ki。9，　W。。d　S，・ew），・・，鉤ホ・ク（Honk＆E・・）・一ア・・類・⑪N1’e’

　　dle），切断釘（Cut・Nail）

　　（2）H用品金物類　　ブリキ板（Tinp｜ate），漆塗りと張f’の金物（Japanned＆Pap・

　　　ier　Mach6　Ware），錫製装身具（Tin　Toy），金庫（Safe），　容器類　（Hollow

　　Ware，　Cast＆Wrought），炉の火除け（Fender），炉用鉄具（Fire　Iron），目鏡

　　　（Sp’ectacle），ヘン，貨幣（Coin）

　　（3）複雑な金属製lll1　　錠前と健（Lock＆Key），時計（Watck＆Clock）．銃器

　　　（Gun）

IV．奢1多品その他

　　（1）　舎1多（W，　　ボタン，貴金属製dl11（Jewellery，　Ornamental　Metalwork）

　　（2）輸出専用品　　人刃物（Edge－TooD，蛮刀（Maschet）

　　（3）　r一じ業用共　　鋸．鎌1，鉋（Saw，　Files　＆　Plane），革　IL用T一枚通し，馬櫛

　　（AwLBIade，　Curry－Comb），鍛鉄釘（Wrought－NaiD，物差〔Measuring－Rule）

　（4）器具類　，・i・1－　1，ll・，実験用具（W・ighi・g＆Testi・g　APP・r・t・sぱ”y：・数学用器

　　　具（Optieal＆　Mathematical　Instrument）

　　　以ドは「表2　の分類；二よる詳細である

1．蒸気機関製造および公共事業等関連、

∩真鍮1：業　（brass　industries）、　Lffくから装身貝、（Toy）製MEi　ft’gl・に関連し

発展したが，蒸気機関製造開始以後，さらにガス，水道事業の活発化以後，

飛躍的に伸びて来k［jLこれは次の二部P「］一一．①原料，半製品4諦部門（銅，

1匝鉛から真鍮・銅製e）楓管，針金等生産），②完成品製造部門　．．に分れ

る　②はさらに六部門に分類される，（i）家具用真鍮ll1鋳造所（cabinet

brass　foundry，蝶番，家具の足，把手，一ンドル等），（ii）照明用真鍮品鋳

造所（lighting　brass　foundry，ランフ，燭台，ガス燈）．（iii）鉛管類真enlE－i｜

鋳造所（plumbers’brass　foundry，）水道蛇ll，フラグ，座金，ヴァ・しブ，小

水圧機等々），（iv）機械用真鍮品鋳造所（engineers’brass　foundry，蒸気機

関その他諸機械の附属品たるスチームコ、ソク，計器，汽笛，給油器等），（v）

船舟nll慎鍮1；1鋳造「iJr（。av・l　b，ass　f・und，y，船舶用真齢誤類）15’　（・i）鐘鋳

造所（bell　foundry），一般真鍮品鋳造所（general　brass　foundry），

　以ヒの諸E業は，政府の諸事業，蒸気機関，蒸気船，ガス燈等の普及，家
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具や室内装飾への大衆の趣味の変化竿によって人きな刺戟をうけた，

　　ゴ｛鍮（‖；ド1｜ソ）糸着7；i’1三見1莫｛よYy　SJ￥iて：’　、tt；）り，　ノ＼きfg　1761業ソ）’ド戊勾lf∫；ln数iよll5ノ＼

（うち’人企業は700～800人を雇用した），t他の多くは20～30人雇用にすぎない

①　　1京料・，　半製品ノb辛r’；1；1〕Ejcよ｜ゴリf而な∴窒備｝を要するのて・，　・J・企業（よこkに二入、り

こめない　②完成品牛産1’；］；門もきわめて多様に分業化して，概して小規1莫

であり，鋳造所をもたぬもの，　・作業にのみト’請雇川さ、｝｛る半独立の職1：

　（stampers　fo　i’hire，　stampers　in　the　rough）等も，　このilH；門の従業：者’

であるll’

II．　交」位，　」璽十命業1司」也

　　　鉄管（lron　Tube）真鍮管同様，前述の1部門関連をもふくめて，ガソ・，

水道．スチー一ム，ボイラー，鉄道の寝台用等の㍑要月0人に対応して発展Lた

1840年以後動力使lll　Il」易制をとるに至り，鍛接管製造の・企　L？t：は1，000名を

雇川た　但し鉄管1；f嘱品製造は’5〈内ll業の域を出ない‘7

　　　．鉄」芭d〔111｛｛（Rolling－Stock）　とその市：要1’i〕；“，T，（，f1：スフリング，　車軸，　鉄

タでヤ，等）．、車輔（客車と貨車）製造は，最も高価な機械と設‘苗をもつ四人

車州1会社（1860年，d’2，000ノ＼雇用．うち　・企業は1，200～1，300名雇用）による．．車

【關用ス『ノリング，車軸その他の製造は，多く1よ綜合企業（integrated　firm）

で行なわ，hたため，各単・部門の雇用数は不明である．三

　　　ボー一・し　ト，　ナ、ソ　ト，　〉，1じ，　リ／くッ　ト．　1850fドfぺL戊i菱，急」4｛に発E｝j｝し，　1860

年には，　Black　Countryの　・都lliだけで，30～50人雇川の81：場があ・、た

しかL40人以ドの小1乍業場や’家1ノ・lll業もΨ多しく存在したc9／

　　　寝台　（Bedstead）．鉄道Isよび’家庭の需要により，1849年の週生産lll：400

～ 500は，1865fr5，000～6，000に」曽人’した　金属管；・板による寝台製作は，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くエぴ
Birmingham来・住のアメリカ人発明’家W．Churchの考’案による。

　　　鎖，ヶ一．一ブル，錨（Chain、　Cable，　Anchor）　船舶用，鉱川用の｜li：最あ

るものは，1820～30年代から生産が｜1「1始され，若liの人［：場では蒸気鎚（st－

eam　hammer）で鍛造・さ〕iた（2．900人以1：雇用）しかし多くの経営は25人

　　　　　　　　　　　　　　　‘uL’J、ドの作業：所である
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III．耐久消費財部門中，（1），（2）の多くは，旧来産業であるにも拘らず，1820

～ 30年代以降機械化あるいは化学的技術革新の導入によって，ll場制または

大経営に移ったという意味で新部門である。

　（1）針金使用生産物（Wire－Drawing，－Weaving，－R・pe　Making，木ね

じ，金網類「うす金網，炉前金網棚等〕，ピン類rピン，かきホック，ヘアピ

ン八享〕），機械製釘，針等　lg世紀前半まて手Il業であったが，1824年アメリ

カ人Wrightの「1動ピン製造機導へ以来，英米で改良が進み，1860年代まで

に高度の機械化に達した一ピン類製造1：場では高価な動力使用機械が不11∫欠

であるが，従業者はまだ少数てある　1854年以降，アメリカのn動製造機の

導入により，針金からの木ねじ製造も完全機械化されたが，この機械も人資

本以外は入手しえない高価なものて，木ねじ生産は，数百人以上を雇用する

少数人企業のf一中に次第に集中しつxあり，曽ての零細業者は大L場内に1吸

　　　　　　　［lz‘収されてい・）た

　針金Il業の同類たる針製造は，複雑な11程の故に機械化は著しくないが，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゆ1860年代には針の目を研磨し，針先を尖らせる機械が使用され始めた，釘に

ついては，19世紀初めからアメリカの自動製釘機が導人されたが，切断釘

（cut　nail）と鍛鉄釘の機械生産はあまり進展せず，19，300人の製釘［1のう

ち18，000人がfil釘生産者である，　Black　Countryの日陰の産業といわれ

た手Il釘製造と軽量鎖製造は，問屋制下の最も劣悪な「近代的家内Il業1の
　　　　　　イエも
典型であった。

　IIL（2），容器製品　（Hollow　Ware）を中心とする多種多様の，また様

々の品質（きわめて高価なものから安物まで）の日用品金物類である、ブリ

キ製品，鋳鉄製品，鍛鉄製品に大別されるが，その各々に錫かけ，漆かけ，

一一 貫はり，エナメ・しかけ，生地もの，電気メ，キものなどの別がある。ブリ

キ製品（浴槽，水さし，やかん，盆，石炭いれ，茶筒，現金いれ等）の多く

は，250人以上雇用の大経営で生産されたが，他方若1二種類の安物の製造に専
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業化したかなり多数の零細家内工業者（garret　workers）もあった。

　　より重要なのは，鋳鉄製品，鍛鉄製品である。鋳鉄製品については，錫か

け，エナメルかけのものが国内市場むけに普及していたが，生地もの（オー

　ヴン，ポット等）は，遠隔市場むけである。鍛鉄製品の大部分は，上記のプ

　リキ製品，鋳鉄製品同様，家庭用日用金物であるが，錫かけ，エナメルかけ

　ものの製造は大てい大経営であり，大二社（うち1社は400人以上雇用）が

支配していた。電気メッキものは，1860年代にはまだニューフェイスであり，

料理用具ではなく，植民地の需要増大に応ずる錐，バケツ，浴槽，洗桶等で
　　　　ロロ
ある。鉄ヘン製造業は，1830年代以後の商業・サーヴィス部門の拡大や教育

の普及による需要の急増に応じて，工場制生産を開始した。もと装身具（tOy）

製造業者だったJ．Gillot，　J．Perry，　J．Masonらが，より精巧で，生産性を

高める道具の案出による新生産方法を開拓して，鋼鉄ペンの大量生産を可能

にし，単価を著しく低下させた。工場の殆んどが200人以上雇用し，うち大

　2社は500人以上を使用した。多くの部品から成る鉄ペンの製造は，本来異

種マニュ系に属するが，時計や銃器の場合とことなり，工場制生産により適

当していた。その製造工程の大部分は，半熟練工により手動プレスや小型刻

印機等の道具をもって遂行され，ある特殊の工程だけが特殊の精巧な機械に

近い道具を必要としたのであるT

　　m．（3），錠前，銑器，時計等の複雑な金属製品（異種マニュ系の典型）は，

全く旧来の生産方法に従って生産されていた。錠前は，その使用目的によっ

て，南京錠，箱錠前，家具錠前，ドアの錠前その他に分類される。これらの

製造はまたBlack　Country地域内の若干の小都市のそれぞれに地域分業化

　して営まれた。従業者（親方と労働者）5，410人とされるが，錠前製造の大

部分は5，6人を雇用する零細家内工業である。6，7企業は最高50名を雇用

　したが，これらは他商品（ドア附属金物，馬具附属金物等）の製造を兼営し

て、・る。高級品製造の1企業は200人を雇用する「工場」といわれたが，機

機も動力も全く使用せず，作業場内分業すら十分に成立しておらず，最高級
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の職人と原料をつねに保持するための人経営であ∋た　鍵は，他の地域て製

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くけ造されたものが錠前業者に送られ，仕ヒげ1：程（選別と組“tlて）をうけた．

銃器については，以前の小論でふれたのでilS”こxでは省略する　時計ぱBir・

mingham　地域では殆と製造されていない

　Iv．　（1）著f多lllllと　Lてソ）ボタ　ン，　『｛J〈1＞，　J，・ti，　，i　，i｜

　○ボタンは18世紀まで奢f多品であり，191U：紀にも旧；i〈1一通りに製造されたの

で，この部門に入れる　ボタン製造業も・般に小規模経営であり，屋根裏親

方（garret　masters）が繁栄した　機械化は殆ど進まず，金属ボタンは刻

印機で，真珠一，植物一，象牙一ボタンは∫三動ブレスて，つくられた　但L

麻ボタン　（linen　button）製造だけは機械化され，3人1：場（ll：場は250

人，　ll：場は470十100外業部労｛動者，　1｜1場は800人を雇用した）が成）Zし，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　エウ他にloo～150人雇用の企業も若「あ・）た，

　⊂）1’K＞．属製品（Jewellery）銃器や錠前同様に全くのf・　1：業製品である

この種の作業場は回（中1／r階級ド層の居住地域内の住宅内で発生したので，

Birminghamの中でも最も密集し配置がわるかった　高級・中級品製造でCよ，

熟練職人は独、‘tlσ）外業部（outworker）であるか，または10～20人の作業場

の労働者かである　か］1らの全労働f・　Eltは，仕’1治，革エフロン，わずかの

道具，ガス灯火日（gas－set），吹管等から成り，ガス火1｜はガス会社から月

賦で供給される　金，銀，金メ．ソキの鎖製造はやx　ll場化Lており，不熟練

労働者が分業的に標準製品をつくるが，機械を導人しているわけではない

1企業は400人を雇用Lている　1840年IUミから需要が増ノd，1866年の従

’jt　Yi総数約8，000で，内訳は，親方500～600ノ＼，貴金属品llj門家（，Jawel・

1・・yp・・pe・）3．000ノ、，銀鍛治職1、000ノ、，金、銀，金・・キ鎖製造者

1，500人，その他電’く（メ　，キ；製品に1，000人等が従事していた

　IV．（2）輸出品　　人刃物，蛮刀

　刃物類は以前はSheffie｜dで製造さねたが，　Mid｜andの原料’女，低賃金

のため，高級品以外はBirminghamに移動した、、1840年代後需要増人し，
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純然たる植民地その他外国市場む：ナの人型農具（人鎌，斧，・・ンマー，鐘，鍬，

シ：1ベノし，鋤，熊r・，蛮ノ」等3，000種類）が生産された．植1〈地川にも安物と銘柄

品があり，両者は市場で競合し？’gい、わに印や雄牛印等の銘柄は，文盲の原住

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コじ
民に記憶させるためであり，多様の銘柄品はより人きな企業で製造さ．iiた．．

　IVの（3）　機械器具、センサスから詳細はつかめない　約2，000人が　engi－

neerあるいはmachine－makerと自称するが，機械を使用する製造業は人

抵必要な機械を自家生産していたから，この2，000人をすべて‘享門的機械製

造業者と見なしえない。とはいえ，Watt・BOultOnの企業をふくめて若「企

業は蒸気機関を製造していたし，その他ロ…ノし印刷機，ブレス，　ミシン，ホ

ン　フ機械，　1旨幣警2元5機，　製＄∫機，　r；卜1’S：機，　ワト｛気ノ、　ンー！一　　（Pneunlatic　himト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆmer），農業機械等をきわめて少量つつ生産した，

注　（1）　Alleri：（，p．　cit．，　pp．110～113

　　（2）　ibid．，　p．97

　　（3）　ibid．，　P．4：59

　　（4）　Conrad　G川：His　to　ry　of　Birmingharn，　p．97

　　（5）　ibid．，pp．293－－298

　　（6）　　Allen　：《）p．cit．，　Pp．50～54，　pp．｜23～125

　　（7）　ibid．，　pp．73－74，　135　　（；i11：0p．　cit．，pp．96～97

　　（8）　Alleti：ib　id．，　P．74　蒸気機関11【：製造にかん1．口．L殆ヒ小明で、｛・1る

　　（9）　ibid．，　pp．77～78，　132

　　（10　ibid．、　p．60　Gill：oP．　cit，，　p．291．

　　（11）　iXllen：ibid．，PP．94，107，126～127　GM　：bid．，　T，．296

　　（12）　Allen：ib　id．，　pp．109，110、139～140　Gill；ib　id．，　pp．298　．300　J．　L．　Bishop

　　　　　：A　His　to　ry　of　American　Mamlfactures，　V《）l　II．　p．304

　　（13）　Allen　：ibid．，　pp．43，　81～82

　　〔14）　ibid．，　1〕p．75，　127－128，　139．　Bish【）p：op．cit．，　p．309

　　（1》　Allen：ibid．，　pp．：S8～39、70　一一　73

　　（1⑤　ibid．，　pp．60，138，　Gill：op．　cit．，　pp．300～304

　　　’り一一’L　．　一／・し　ク7．．　」乏？・F音1；文姐叢尺　（青イ〈之1車），　第3分’1冊，738．－739－、一．シ

　　（1カ　　Allen：ibid、，　pp．78－－80，　128－129

　　〔18）　　｝ll｛9：’：｝：lgtl｝：＄己㍑［）IC一ゾ、ニ　ソ　ノ　‘コシ　ー－i二〆・L・←て　（［1｜〔｛；1．￥f；1†”1：1；thl　f4三hA’〉　三巻‖イ雪　’：」’）・230～

　　　　り’）り．　　．
　　　　　　　＿Lj－　　　　　　　’

　　〔19）　Allen　：i，p．ciL，pp．50．122　　Gill：l／｝．cit．，292～293
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、llいn　：　lbid．，pp．55～56、　12↓［～12｜，

ibid．，　pp．67，　135～136

1bid．，　p．62，　Gin　：（っp．cit．，　p。3↓）7

3

　　　表3’によれば、1860年代のBirminghamでは，圧倒的ぴ用は，　ln部

門に　　代表的四部Illl中真鍮1：業を除く銃2｝1，ボタン，貴金属品の製造業；こ，

またBlack　Country全域としてはさらにf－｜：釘製造業を含めて　にあ’・た

しかもその諸部門のノ＼部分が，多かれ少なかれ問屋制芝配トの中小零細企業

の経営形態をとt，ていた点で，Birminghamとその周辺の金．属［1業：の発展が．

北万の機械Il業の7f　．？　tに比べて，停滞的で歪，づたことは否めない1停滞の原

因については，次のように推測されよう

　第・に，EITtl商1議体制の危機一一一産業革命の時田1に，マニ．　’7　．，・クチュア

は止揚・さるべきてあ’たのに、軍需の影響，問屋制と結合する1氏質銀労働jJ

u1）彪ノミtg　fi（ftlカf；，　・）」’i動箇」糸勺白勺t幾械のAノヒn勺fJl　l　B’を妨：干ナこ

　　7k’1　1｝こ，　？［本主義行雀）‘ノ：の［｝，ff其月｛こ，　　1づ尊r白な辛吊業長資本1こより‘案’出された三恐↑荒

対策としての金融政策は，ようやく外からの機械導入が進展しはじめたBi・

rmingham地liの‘〉属ll業：には不利fg　4。のであり．　Birminghamは，　’金物

業共同体　的に，当時期の反体制運動に参加するが，敗北して抵抗の実はあ

カ；ら㌃9カ・’）tこ

　　第．三1こ，　191吐糸己1）il’ザ・i二1よ，　匡毘祭n勺姦屯了’ノ」」）　（糸裁糸『業｛こ上ヒL’：）　村｜気「∬勺f氏f、ヒ

の故をもって，金．属・機械1：業には労働）1ノニ法の適用が猶」；されたため，旧生

産ノ砿と結合する本糸田経営のtl，Yf：と労1動組織の1立ちお○已L・う・面の結果

も生じた・自由貿易体制の展開以後，様相は次第に変化する

　以ヒの第二，第三の点については，後節にゆずるとして，こsでは第・の

問題，すなわちBirmingham地ノiて機械が自生的に創出されず，また計1

に導人されても普及しなか’）た事情について考えてみよう
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　3　　表

　　　　　NUMBERS　ENGAGI．↓二D　IN　CERTAIN　INDUSTRIES　ACC（．）RDING　TO

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T川rl　CENSUS　RETURNS，1861－．1911
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（1）錠前，銃器，時計製造のように分散的に営なまれる異種マニュ系金属工

業は機械化され難いことは，マルクスも指摘している12）またこのような分散

的な部門では，労働者の組織化も困難である。他方，例えぽ針金工業（ピン，

針，鋲，ねじ）等のように，継続的諸工程をもつ有機的マニュは集中作業場

形態をとりやすいが，多数の半熟練工による極度の分業化は，H．J．Habakkuk

がBirminghamについて指摘するように；3）機械化を促進するよりはむしろ

阻止する傾向aこあった。

　（2）しかしBimlingham人が機械化に無関心だったのではない。　M．　Bou・

ltonを先例として，製釘機や針金工業用機械への大資本による注目と，その

導入はきわめて早かった。機械化，工場制化が一般に進展しなかったのは，

一つには，アメリカ人により発明され，イギリスで改良され，特許をえられ

たそれらの機械は，すでに群小資本には手の出ない程高価だったためである。

それらの価格の詳細は不明であるが，例えぽ1854年に導入された木ねじ製造

機は30，㎜ポンドであった。Allenは，ピン製造機も製釘機もvery　expen・

siveだったという84，しかも機械化しない零細経営が繁茂しえたのは，未組

織の低廉労働力の豊富な存在のためである。北方の機械製造業とことなり，

「大工業の技術的基礎」たりえなかった小規模の耐久消費財部門では，労働

者組織による賃銀上昇や労働力不足の脅威はなかった。19世紀後半まで工場

法は適用されず，機械化が進展した地域での産業予備軍がたえず流入した。

大資本により機械導入が開始しても，低廉労働力と分業化との一層緊密な結

合による旧生産方法は，機械制工場生産に対抗しえたのであるIS）

注　（1）イギリス産業革命の原動力が，旧来の経済的後進地帯たる北部イングランドで形

　　　成されたという注目すべき事実のすぐれた解釈については，山之内靖：イギリス産

　　　業革命の史的分析第一章第一節「時代の危機と産業革命」，第二節「危機の経済的基

　　　盤」および第五章の299～301ページを参照。なお，Lancashire南西部Manchester

　　　地方は，鉄工業にかんして殆ど空白地帯であった。綿業の急速な発展にともない，

　　　新部門としての機械工業がここに成立する過程については，A．　E．　Musson＆E．　R

　　　Robinson：the　Origin　of　Engineering　in　Lancashire（included　in：Science
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　Techno｜・gy　in　the　Industrial　Rev“luti（m）を参照、

（2）　　マノL　ク　ソ、　：i］i∫1’IJvl：．　（fti”ノ｛く文1‘1｛a13分’［［‖）．　571～573〆、一・シ

（3）　｝L．J．llabakkuk：American　＆　British　Techno1（・gy　in　the

　　ry，　P．152

（4）　Gil1：0p、cit．，　p．299　Allen：op．cit．，　pp．139－．140

（5）　AlIen　：ibid．，　p．157　　il，・1、’f：］日召ド2　：　イキ　1］／、’資・本　i：2蔓じ」、磁「‘lt：

Nineteenth　Centu・

123－425－・・　シ

4

　　伝統的なマニュフー，・クチ．Lア的生産の残存の故にたえざる過剰生産と近代

化のお○〔とを特徴とするBirmingham地域の金属ll業は，イキ1リス資本

1：義び）‘雀“1t：」固看日一ご’，　きλ）めてnく和jナC）り：場｝こ」旦L・こま，ねt，二　　・当日猴其月ゾ）じ元尊∫辛業

tこる＄畠sVl　Viイミ（よ，　鎖↓「f，　f言｝月資本を’ノE・全｛こ自L」iこβ這瓦・蟷させ，　，i隻有：するJ也　ドV亡

ij3E　I，博U’）糸壬1斉∬〈Jti女汀｝n勺勢力をf余々llこS｝S］め／qカミら，　　G’t　｛，19　iki］ソ）’hi‘」ミ　上しノ）・芝酉己者’｛こオfi

りつつあパた　その過程は，Lばしば襲いかsる恐慌，長い不況，激しい対

タト｛能了卜（ハ、武糸東ソ）1いて馳，　イ〈」〉り弓・j・f1＼業1を防リ汰し，　tilt｝寸しり｝」台盤力・ら！））’tljiiし　きF・ノc

い労働者’階級の抵抗を排除すること、つまり資本の集積と集中の推進とし．て

現れる　　Mancherter．一一．．London枢軸の形成に対［て，諸他の後進部門

の資本は，広汎な，そLてかなり激Lい，中小生産？！iと労1動者fの運動を芝柱

として議会“1争を展1｝1・］　Lた．Birm｛ngh三un｛）参加する］旭拗な抵抗運動は，前

1⊥iゾ），　Birmingham　‘＞1鳴　［．業U川帯（ノ）71’Y　こび）‘要1人］と［じ1」吏｛　ザこL・るび）『で、タ）る

（a）選挙法改正運動と　Birmingham

　　サーオニレ『イーン単！（了ト糸冬9i麦v）／くifl｛こよる！k・業と〔㌃鎖↓f氏ド，　青斐物Ul　1　JS4““り10こよるf・t

Sl，l　flffi↑各f吉1‖喬（．it，　単1（1｝猴ltilこtflJJI三さ∫れてL・tこ　ド斥尋1；皆糸及び）dヤ1胎を・爆発させ，　　？S・　S也iこ

暴・動が勃発し，労働者集会が増人した，Birminghamで4、失業者・の暴動が記

　　　　　　　　　　Cl）隻・蓑さ、｝1てL・る

　　IE｜1こて’Cよイ〈？Zi支寸ぴミと　しての至て易，　〈i）三商虫1晋j是重をぷ）くttる、；命了トカ’ill［jQ台さ．？ltこ　　1821
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年，Birminghamの銀行家Thomas　Attwoodは，商業会議所の代弁者とし

て，戦後危機と長びく不況が，England銀行の金妥換再開と少額紙幣回収に

よる通貨収縮のために生じたものであり，流通貨幣量減少は食糧価格以外の

物価暴落をさらに深刻にするであろうと危惧して，1819年のピール妥換条令

の徹廃を迫ったし，小農主義のチャンピナン，Cobettも通貨問題にかんす

る批判を開始した〔2｝ので，政府は，1822年法で，地方個人銀行の少額紙幣発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほハ行継続を1833年まで認めざるをえなくなった（これはのちe＝　Manchesterの

通貨学派のきびしい批判をうけることになる）。その結果，1823～25年までイ

ングランド銀行と多数の地方銀行の発券量は急増し，為替手形，紙券信用は

拡大し，この過剰信用によって，利子率は低落し，外国貿易は拡大し，国内

の工場，住宅の建設がブーム化し，最後に南米ブームが狂熱状態に達した。

　1825年末ブームは崩壊し，金は流出し，イングランド銀行は慌しく信用引

しめにかxったので，商人，製造業者は現金獲得のために，1825～26年の間

中，累積在庫を「四六時中投売り」せねぽならなかった1‘｝　England銀行と生

き残った300以上の地方個人銀行は，Manchester派の批判に従わざるをえ

なくなった。それは，182〔洋，33年の株式銀行法の改正，33年の高利禁止法

徹廃による3ヶ月手形割引率引上げ，イングランド銀行と地方銀行の5ポン

ド以下銀行券発行の権利喪失，そして32年のイングランド銀行自身による自

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エロ己銀行券発行の管理にかんする「パーマーの原則」の宣言に結実した。

　ところで，25年恐慌からの回復を後らせた最大の要因は，食糧の高価格で

あったとされるが；6｝他方利子率の一般的低下（国債借替による一層の低下）

は新しい投資の刺戟となった。後者は，公債所有者，商人，成功事業家の遊

休資本のはけ口をやがて鉄道投資にむけさせることになった。前者は，30年

代の農業労働者の暴動，工場労働者の戦斗的労働組合運動，中産階級と労働

者との協同による議会改革運動を広汎に現出させる。1824年の団結禁止令撤

廃と25年恐慌以後，繊維工業地帯では，機械化の一層の強行による資本の特

別剰余利潤取得と賃銀率低下が図られ，これを保障するための新賃銀表が作
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成された。賃銀表をめぐる長期にわたる労働者の賃銀圧下への抵抗運動とし

て，Manchester周辺の綿業都市では，29年以後次々と大争議が発生し，綿

業労働者は，J．　Dehertyの「全英紡績工総同盟」，「全国労働者保護協会」

に組織された。これは10時間労働運動や羊毛工業労働者をも包含しはじめた

が，結局失敗した9｝

　また1829年にアメリカから帰国したRobert　Owenは，不在中に進展して

いたOwen主義の諸運動中の「労働交換所」　（生産者協同組合の生産物を，

資本家や商人を介せず直接に交換するための施設）運動の指導者となったが，

労働交換所はLondon，　Birmingham，　Liverpool等に設立され，活溌に事

業を開始した。さらに今やOwen主義の強い影響をうけるに至った建築工組

合は，Birminghamに大国民ギルド会館（組合の司令部あるいは何らかの教

育事業用）建設の計画を進めていた8S）

　1830年Londonに成立した労働階級全国同盟（N．　U．　W．　C．）は，これも，

Owen主義の宣伝教育事業に参加していた職人たち（Lovett，　HetheringtOn，

0’Brien）を中心に進められ，全国の多数の諸団体の中央機関であり，　Man・

chesterだけでも27支部，5，000人のメンバーを擁した。このメンバーによ

り，　「国民大休日」（National　Holiday）という名の政治的ゼネストが計画

され，　「貧民の守護者」紙（the　Poor’s　Guardian）が刊行された。　N．U．W．

C．は独自の議会改革の法案草案を起草して，議会改革運動の最急進派見解を

代表した19）しかし議会改革一選挙法改正の運動の優勢なヰ心は［政治同盟」

であった。1830年はじめに，Birminghamの銀行家T．Attwoodを中心とし

て，小産業資本，労働者一般大衆をふくむBirmingham政治同盟が結成さ

れ，このモデルは腐敗選挙区をもつ全国の都市に模倣され，2，3ヶ月中に

政治同盟の全国網ができ上った。Whig政府は政治同盟を違法とする勅令を

発したが，その発展を阻むことはできなかった1φ前述のN．U．　W．　C．との関

係を見るならば，大多数の労働者は地方では主として「政治同盟」に所属し

たが，N．U．W．C．の地方支部は「政治同盟」内の急進派と密接な関連を保っ
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た。　［全国政治同盟1の中央委員会の中て労働者ll皆級は半分の椅r一を占める

程強ノ」であ・，たlnv　1832年，選挙法改Ill法はついに成立した　しかしそれは労

働者を選挙権からおき去りにL，他方政治権力の人きな分前を獲得した資本

家　…中産階級の人多数は，　・ILは急進的運動から脱落する（1834年），．

　北方の賃銀表反対“t争の労働者たちは，雇用主連合の「宣誓書1に署名し

はじめ，繊維労働者の斗争は’時鎮圧された［iml833年に選挙法改・‘Fに失望し

た50万の労働者をも・・て成）7二したOwen指導ドの「労働組合大連合1（Grand

National）も，34年には，　Birminghamをふくむあらゆる地域て，政府の政

撃と雁用仁のロ，クアウトや1宣誓，1㍉戦術によJ・て衰退した　「労働交換

所icよすべて経営難で倒壊した、Birminghamの交換所は，34年に負債を芝

払い，剰余を地方の病院に寄附した。Birminghamの人ギルド会館は未完成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t13）のまX私人に買とられ，Vt｛　r・はそれを倉庫に変えてしまった

　34年までに労働運動が急速に衰退したのは，選挙法改IEの一応の成功，［改

革1ik会によるll場法制定，さらに何よりもX大な遊休資本の投ドによる32

～ 36年までの好況（綿業，製鉄業，鉄道への新投資による国内ブーム）と完

全雇用のためであ’・たろう、Liverpool－Manchester鉄道につづいて，3g年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルにはLondon－Birmingham鉄道が完成する。

　37年恐慌から39年の貨幣恐慌，41，42年の中間恐慌をふくむ長期にわたる

景気沈滞の時期に，国会では，｝：として恐慌対策としての金融，貿易，労働

等の諸政策の再検討　　これらは，50年代のイギリス資本ヒ義の全機構的芝

配確立までに総括される一一をめぐ・・て，国内諸階層，諸産業部門間の深刻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おな利害対立をあらわにする人論争が展開された。さし当りBirminghamの

諸運動の有力な一派の和要関心事は次のような金融政策論争であった。

　対外依存型大Il業として，過剰生産，過剰貿易，過剰信用の元締である芝

配的産業資本＝綿業資本は，自己の過剰ノt：一産をみとめるよりは貨幣恐慌だけ

を問題にしていたので，イングラント銀行と地方株式銀行にきびしい批判を

加えはじめた。



170　　19世紀前半のBirmingham金属工業の発展

　36年当時80近くの地方株式銀行とロンドンの20の非発券株式銀行は，25年

恐慌時の個人銀行と同じ役割を演じた。短期貸付のみならず安易に長期貸付

にも応じ，不健全かも知れない手形を再割引することによって過大な現金供

給を充し，これが33・34～36年の国内ブームをひきおこした。イングランド

銀行もまた中央銀行としての公的義務と自己の株主に対する私的義務との間

で動揺し，　「パーマーの原則」から逸脱した。割引市場にもかなり積極的に

参加して，信用収縮が必要なときに利子率引上げをおくらせて過大信用供給

を行ない（＝自己の営業的利益の増大），これが鉄道ブーム，綿花ブーム，ア

メリカプームをも促進した。アメリカブームが崩壊すれば，金準備保護のた

めに利子率を高めねばならず，その結果通貨収縮と物価低落と大量の倒産，

失業をひき起した。しかもアメリカの銀行の構造的動揺を支えるためにアメ

リカへ金を送りこみ，また39年の農業不作に際して殼物大量買付けのために

大量の金が流出した，等々。したがってマンチェスター派（通貨学派）は，

イングランド銀行の改組（発券部と銀行部への二部門分割），厳密に金属準備

に照応する発券規制，株式予金銀行の育成，単一発券制度の確立を強く主張

　　ロロ
した。これに対して，国内市場依存型工業で非主導部門たる羊毛工業は，銀

行学派に支えられて，国内均衡（景気回復→蓄積）が国際均衡（国際収支の

均衡→為替安定）に優先さるべきだとして，国内市場と商業信用の回復のた

めに通貨需要に応じた地方銀行券の自由な発行体制を要求する。株式銀行の

過剰信用供給は誤りであるとしても，イングランド銀行が必要以上の発券規

制を行うべきではないとして，銀行券の金妥換を条件として首都での株式

発券銀行の設立をさえ要求した9n他方AttwoodやMunzを代弁者とする，

Birminghamの中小企業主達（Birmingham商業会議所）は，20年代から相

変らずの，金本位制離脱，不換紙幣論を主張し，管理通貨への移行に基づく

恒常的な微量のインフレ政策によって，国内均衡，完全雇傭を実現しようと

したgeこれらの対立は，1844年議会で，殻物法撤廃と引きかえのPeel銀行

条令成立による妥協に至るまで，続くのである。
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（b）チャーティスト運動とBirmingham

　（1）　　2A’〉　・狂月　（1836～　39fl：・）

　ふたたびBirminghamはLondonとともに運動の中心をなした　36fド末

早く］．，1．ondonでは，　LOndon労働者協フこ（L．W．M．　A．）が，選挙法改｜r当

時・の労働階糸II全国同盟と同じメン・にによって組織され，ノ、民憲．章六’，．条が

起｝∵r：さ、・bた　Birminghamで4，　Attwoodを中心とする政治同盟（B．｝）．U．）

が復活する．B．　P．U．は1．．W．M．A．の網領に合せて，　Birmingham　Jour・

nal紙の編集者R．　K．　Douglass起1∵1：の「国民諸願、1｝　1の署名運動を開始L

だ］9－T－．1．　一．テ，ズノ、；よ，：21　Siで一客観的に川呈随あるが別々になっ一Cいた

諸運動　　　議会改革運動，新救貧法反対，　10時間労｛動運動，労1動組合組織の

権利要求，出版の自川要求　　を糸占合Lて、　しかも全員が芝持しうるような

IE［民的」〈統・の運動を日指1．ていた　37年には，　Lolldon　の　Lovett　や，

BirminghamのAt．twoodらは，30年’［］時のManchesterと同じく4’，・月の

　n銀表：ストライキに人・・たGlasg（．）wソ．）紡績llの激励に出かけ，人歓迎

をうけた　そのGlasg（．）wの15万人集会では憲章と諸願、1｝が掲示さ．｝bた　ま

たo’Brienや（．）’C・nnerは北ノ∫の労働者ク’・い一フを指導Lていたから，運動

は、　Lolldon－Birmingham－Lancashire－Yorkshire－・Glasgowを連結す

　　　　　　　　⑳るのに成」力1．た

　38　一一．39年を通じてチ．1・一一テtスト運動は盛Lり，少くと］，2，3fド以内｛こ

1よ勝利すると1”想Lx　．hた　各地て’人会（Convention）が閉力・れ，　Birmingham

では20万，Manchesterて1は25万，　Bradford　で10〃，　Nex、vcastle　で8万の

人集会がもた］1た　39年2JjのLOndon人会には，でングランド，ウェー・ル

ズ，ス：・．ノトランドの殆ど’すべての1：業地帯の代表が集ま一・た、その最初の

仕’1｝：は，国民61‘1願ll｝を，　AttwoodやFielden（Manchesterの人紡績業者で

11場法制定に尽力し．たTory急進派）が議会に提出することであt，たが，120

万の署名を集めるために数・，・月を要L，さらに議会で討論される・日を獲得
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するのに7月’rばまて．かか・、た217月はじめに　Birminghamて・再間メ＼会が

！）tこ、．ii｝みニカー1，　づ一て’1二38fトビ頁力・LT、1人j、i［：し　’こL・ナニ1；苦系乃ク」・多Lt　fj　’1ノξ∬lifヒし：こ，Attw（lud

ら1よ，左派から攻｝撃ぷ｝1て出席；て．きず，　この大会はLond（川力・らの警察と軍

隊によ一1て解散させらね、｝1な指導者’は逮hiiさ．’i　1た．しかも，　Attw（．）c）dらが

奔走Lたチ1・一．一テTストの〔i’lii一願は，　7月’rばの議会て，235：46で否定さ，b

た　この敗北以後，Birminghamでは暴動，焼打が連続L．南，’｛，1；ては不穏Of）

気分がムなぎ一1たしか1．，Cha・tist前ii∫長iご指導三｝1たNeWP・rtでの，

6、0〈｝｛｝名ソ）｝・）《tJ’C人三ソ）虫筆・起ソ）i受，5｛．｝0名Y’X　卜cノ）チー：’一一ラー　イ　ソ・　ト」『旨．i尊者・カL：」』hliさ．i　t

て，　一・　1・一テ，Xl運動第投胱．酪一た当ii∫述のように．その一r．、めに川｝

ソ．）《i元を21f［dlllさ寸と’t．Lと系吊業r［本力・ら」卜萸化さ．れノニカ1，　正女1向二ヵ二夕相1・IIヵ・ら．，；没4勿・をV’｛入、

れアここ　と．　《鏡肩虫ノ恐・r荒び）：リこIELR　i二も」句㌧∵十，　＄吊業吻く声こち力噛ヨ呈良’べ（【口1f夏’を其川f与し．一てf上～三

v・和」｛閏て’も子1彙業L／）プ≦：卜了ここ　と，　3失」芭罪と㌘ξソ）1戊支夕貝力’1緩力㌧㌔六．二、ゾ）：二1製1・　3失業，　∫ソこ

坑業は糸占構繁］亡を！．）’Y’：ナたこと，等が，政1付による苛酷な弾圧と相ま’・てIKI
‘231

内の騒動を鎮圧するのに多少は役版・たらし．い．、

　　（2）　　一ヂー．1’一一テ　f　ソ、トij’｝’　1月：月　（184｛｝～42fド）

　　1839午手t・一一テでスト人会がLond（mで開か．｝tたと同じ日に反．殼物1去1司‖｛］

（A．C．L．L．）の第・川全ll三［人会が開かれた．．投物μ．1撤廃の原動］Jは，いう

までもソ’cくll導的産業資本たる綿業資本であり，　R．Cobdenや」．Bvight

らの，A．C．L．L．はMan（・hestい1・商業会議所の政治fl！J圧JJの発現であt’／た．

／そ，れ1撒」也争元自勺レくlf乍，　∫t　SIII：｜1’：“llliと4（）f卜fk：よ　じご・り（ノ）‘ITIIIj？LM荒レ’．）進胆と｝こよバー：，　　ま

すます反保護｝モ義，運動に突進［つ＼あi），これと併行・十るチャー一　＝」’→仁人卜運

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．24
動ゾ）IJ・ik　i　1Fj㍑ξ，　J；ifl業ぞ｛iiK，　　【い∫荏：1；皆ネ及を動tif，させナ．こ．．

　　1840年に北部の労働運動の指導者F．O’COmerは，全国憲章協会（N．C．．・y．）

にょバてチャーテsズムの本格的復活をS，i’；）　sそのメンバーは2万に｝yた

が，Lolldonの　1．evettやBirminghamのCollinsは，もはやN．C．A．．と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．2i

関係を持と㌦としなか・1た

　Birminghamでは，　NCAの対抗的運動として，中産階級と労働者の同盟
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をとり戻そうとする　Ouakerの殼物商ノ、で銀行家の」・seph　Sturgeが，

41年に完全選挙権運動を1｝‖始した　その改革ソログラムは，チャーテfスト

的表現をさ：ナて憲章の殆どすべての1：要点を含み，CobdenやBrightら

のA．C．L．1－．とチt・一テfストとを結合し、ようと意図するものであ’・た　Stu・

rgeは，　Birminghamの人会に穏和派のチャーティストを招いたので、0’C．

onner反対派の多くが参加した　Lかしこの人会でも，人民憲章が圧倒的に

芝持され，Sturgeは窮地に追いこまれた　議会にかの憲章六・条をふくむ

請願が提出されたとき，〔1山貿易論者をふくむ67人か賛成し，反対は226人

であ∋た、42年冬の完全選挙権同盟大会にはより多くのチャーティストが出

席して，憲章をめぐる斗争が再開され，憲章が決議として通過したので，

Sturge派は退場した　階級の1司盟の1二に“tlとうとする完全選挙権運動は全

く終末をつげ，SturgeもL《）vettも，チャーティスト運動から退いたこ

Birminghamとチャーティストとの関係はこれで終結し，　Birmingham　は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コぴ
チャーティスト第一三期（46～48年）には姿を現きなか’・た一

　Bil・mingham金属［：業停滞の第三の要因にかんしては，零細規模経営の異

常に長い有二続に対する問屋制度の意義の評価はBirmingham研究者の問で

　　　　　ガ
異っており，また19世紀前半の労｛重力組織についても，いずれにせよ資料不足

のため，これらの考察はのちの機会にゆずりたい、．

注　（1）A．L．モー－1・ン，　G．テイト，占賀良一訳：イギリス労働運動史，42・・一シ

　②J．D．チ．tン・・一一ス．”ll1珊・＊一）11訳：il堺。’）1：場IOO－165ヘー一シ

　　（3）　【1：1同ll召彦：i｝fi掲、IF．391’＼一ジ

　　（4）　同i’：，II：68べ一一シ，チ．．．ン’・一一ろ前掲ll；，166－167べ一一ジ

　　　（5）　チェ　ンバー一ス　：iMt“　，　i｝，　143－．＼一一シ

　　　（6）　E．J．ポフスホー一ム6令木，永井、｛尺：（イキごリ　ス’）’；’i動史｛9F工先河予‖～O，　1800fl：．1・J．i；lf．の糸壬i斉「1勺

　　　諸変動1｝’i：「の社会14働，120～12レ＼一シ

　　（7）　G，D．H．コー・ノし、　林他kll：f手リス’万i動運動史（1），　122－126ヘーシ

　　（8）　G．D．H．Cole：The　Life　し〕f　Robert　Owen，　pp．257－265

　　（9）　モー一トン．テfト：前掲，｛｝，69～7（）・・一シ

　　（1①　コール　：前手U｝，il．，　】18－・一一シ
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